
「地域学校協働活動事業」の成果と課題（福島県双葉町）

令和５年度｢地域学校協働本部事業｣

地域学校協働活動の取組事例
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平成２６年にいわき市で仮設校舎を整備し今年で１０年目を迎えた。ふるさとである双
葉町は令和４年８月に特定復興再生拠点区域の避難指示が解除となるも、いまだ避難
をしている状況である。
児童生徒は、避難先であるいわき市との関わりを大切にするとともに、双葉町の復興
状況の理解を深め帰属意識を維持しながら、地域学校協働活動に取り組んでいる。

○双葉町の伝統芸能にふれる 標葉せんだん太鼓保存会にご指導いただき、１０月開催の「栴檀祭」(学
習発表会、文化祭)における児童生徒の発表。

○美化活動等で地域とかかわる 仮設校舎周辺の神社や河川敷の清掃活動、花いっぱい運動（一社）
「ふたばプロジェクト」による花植え。

○放課後学習支援「ふたばっ子学習会」において学習の習慣化を図る。外部の学習支援団体の協
力を得ながら、個に応じた学習プリントによる指導と主体的な学びによる学力向上。
○町の現状を知る 『双葉町の現状を知り、復興に向けて新たに操業した企業を訪問し、未来の
双葉町を考える』をテーマに、児童生徒は町内で様々な体験学習を行った。その際、企業や町
役場で働く方々にインタビューを行った。

○本事業を進めるにあたり、ふるさと双葉町と現在学校が所在するいわき市も含んだ包括的な
「地域」と認識したうえで、地域学校協働活動を通して、「地域愛」を醸成する機会とする。

○実際に双葉町を訪れ、体験活動を行うことにより、色々な視点から復興状況を学ぶ。

○子どもたちは、地域との様々な関わりにより、学習の幅が広がり、感じたことや疑問に思ったこと
をもとに、探究的に学ぼうとする姿勢が見られるようになった。

○地域の人たちと繋がりをもつことで、地域の一員としての役割について考えるきっかけになった。
○役場職員の講話を聞いたり、実際に双葉町で体験したりしたことで、町の復興状況を知り、町の
将来について展望する機会を得た。
○放課後学習会の支援により、学習習慣の定着と学力の向上が図られた。
〇河川敷の清掃活動等を継続して実践してきたことが認められ、「ふくしまゼロカーボンへの挑戦
表彰制度（学校版）」で双葉中学校が『特別賞』を県知事より授与された。

○地域学校協働活動事業の取組が、子ども
たちとふるさと双葉町との繋がりを維持
・双葉町民の方を講師派遣し、町の伝
統や歴史にふれる。
・双葉町を訪れ、復興状況を理解する。
・双葉町についての学習活動を発展さ
せ、次世代へどのように繋げていくか
考える。

○学校と地域コーディネーターの連携の強
化を図り、学校のニーズに合わせた活動
を工夫・展開

取組の概要や経緯
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今後の方向性

放課後学習支援 町内での体験学習


